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令和４年度当初予算
総額６３５億６，５２１万１千円を可決

定
例
会
で
審
議
し
た
案
件

令和4年

定例会
3月

会期／
2月28日〜3月24日  25日間

市長提出議案

委員会提出

同意案件	 1件
条例制定・改正	11件
補正予算	 7件	 当初予算	 11件
その他	 2件

条例・規則改正	 2件	 決議	 1件

　今期定例会には、一般会計をはじめ各会計の令和
４年度予算を中心に、条例の制定、改正、令和３年度
各会計補正予算など35件の議案が提出され、審議の
結果、全て原案のとおり同意、可決しました。
　定例会初日には、市長から、「新型コロナウイルス
感染症拡大の中で新たな時代への大きな変化に適応
し、持続可能で、誰一人取り残さないというＳＤＧｓの
理念のもと、社会的包摂を実現するまちづくりに取り
組んでいく」と施政方針演説がありました。

『未来応援 住みたいまち たつの』
新たな時代へ
持続可能なまちの構築に向けて

　１歳児を対象に、おたふくかぜの予防接種に要する
費用の一部(3,000円/人)を助成します。

　敬老会の開催を中止し、新しい生活様式に対応
した形で社会に貢献された高齢者を敬愛し、長寿
を祝福するために、「選べるギフト」を配布します。
(3,000円/人)

Q	対象年齢を１歳とした理由は？
A	おたふくかぜは３歳以降に罹患することが多

く、できるだけ早い段階で接種していただきた
いということに加え、１歳になると受けられる予
防接種がいくつかあるため、接種漏れを防ぐた
めである。

Q	ギフトの中身はどのようなものを想定している
のか。

A	敬老事業の趣旨に合致するもの、品質及び数量
の面において安定供給ができるものを考えてい
る。また、地場産品についても検討していきた
い。

おたふくかぜ予防接種助成事業
 1,122千円

新規

敬老えらべるギフト事業 48,462千円新規
　性的少数者のカップルが人生をともにするパート
ナーとして宣誓したことを承認し、性的少数者の権利
擁護と社会への理解と啓発を行います。

　がん治療による外見変貌を補完する補正具の購入
費用の一部を助成し、がん患者の心理的・経済的な負
担を軽減するとともに、就労等社会参加を促進し療
養生活の質の向上を図ります。

Q	「人生を共にするパートナーとして宣誓したこと
を承認する」とあるが、市はどのように承認する
のか。

A	憲法では、異性としか結婚できないが、これに対
し、同性の２人であっても、これからパートナーと
してやっていくという宣誓をされたことを、市が
証明したうえで、宣誓受領証と証明カードを発行
するものである。

パートナーシップ宣誓制度運営事業
 228千円

新規

がん患者医療用補正具購入費助成事業
 983千円

新規

社会的包摂と満足度の高いまちづくり

令和４年度当初予算
総額６３５億６，５２１万１千円を可決
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3月定例会令和 4年  第1回 

主な投資的事業

　下川原地区の市営駐車場に公衆便所等を整備します。　南の玄関口として、引き続きＪＲ山陽本線竜野駅周
辺整備を行います。

Q	令和４年度予算で自由通路や道路など、どのく
らいまで整備が進む予定なのか。

A	令和４年度に自由通路と駅施設、附随するコ
ミュニティセンター、エレベーターの実施設計
を行う。その後、令和５年度及び６年度に工事を
実施し、３か年で駅舎周辺を整備する予定であ
る。また、駅南の道路については、令和３年度で
用地買収が済んだことから、今ある住宅の撤去
が完了すれば、令和４年度及び５年度に工事を
実施し開通する予定である。

町並み環境整備事業 60,000千円拡充竜野駅周辺整備事業 131,719千円拡充

市民の利便性を図るデジタル化事業 

53,252千円
新規

庁内の事務の効率化を図るデジタル化事業　35,778千円新規

　市民の憩いの場である龍野動物園について、動物
福祉に配慮したうえ、バリアフリー化、障害のある子
もない子も一緒に遊ぶことができるインクルーシブ
機能を備えたすべての利用者にやさしい公園を整備
します。

　北学校給食センターを整備し、全ての小・中学校に
安全・安心な学校給食を提供します。（令和５年４月
供用開始）

龍野公園・動物園事業
 101,402千円

拡充

北学校給食センター整備事業
1,351,187千円

拡充

Q	デジタル化の推進に当たり、指針はあるのか。
A	その一つが施政方針に掲げる、「行かなくても

よい市役所」であり、オンライン申請とスマホ決
済等により、
市 役 所 に 行
かなくても手
続 き が で き
るよう進めて
いく。

◎預貯金等取引照会システム導入【一般会計】 ◎管路診断事業【水道事業会計】

Q	どのようなシステムを導入するのか。
A	預貯金等の調査を金融機関と電子データでやり

取りするサービスであり、調査件数が非常に多
く、導入することで、約３日で調査結果が分かるた
め、早いタイミングで預貯金を差し押さえる処分
の手続きができる。

Q	水道管路管理システム及び水道施設管理システム
について、水道管路診断のためのソフトウェアと
なるのか。

A	管路のＡＩ診断システムについては、別途予算計
上しており、本システムは管路及び浄水場・排水池
の施設の台帳を電子データ化するものである。

整備が進む下川原地区の市営駐車場

北学校給食センター完成予想図

竜野駅周辺整備事業

暮らしやすさが誇れるまちづくり

新たな時代に順応した自治体ＤＸ
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現
在
、
建
設
中
の
た
つ
の
市
北
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
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に
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て
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用
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た
つ
の
市
議
会
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
は
断
じ
て

容
認
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
「
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
に
断
固

抗
議
す
る
決
議
」
を
全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

令
和
３
年
度
各
会
計
補
正
予
算
を
可
決
！

財
産
の
取
得

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
断
固
抗
議

す
る
決
議
を
全
会
一
致
で
可
決

令和３年度各会計補正予算
　今回の補正は、国の補助事業採択に伴う事業費の追加、新型コロナウイルス感染
症拡大の影響による通常事業の中止・縮減等に伴う事業費の減額及びその他事業
費の確定によるもので、一般会計、各特別会計及び企業会計でそれぞれ補正予算を
可決しました。

会計名 補正額 補正後の予算総額

一般会計 23億6,659万5千円 410億5,187万9千円

学校給食センター事業特別会計 △5,865万円 8億146万3千円

国民健康保険事業特別会計 5億8,264万円 87億7,039万2千円

後期高齢者医療事業特別会計 △877万2千円 11億7,993万5千円

介護保険事業特別会計 2,099万7千円 70億5,430万6千円

主な増額補正
●ふるさと応援寄付金受入事業（寄付金の増加に伴う記念品費等の追加）	 3,994万１千円
●福祉会館整備事業	 623万8千円
（御津やすらぎ福祉会館の空調機器更新に伴う備品購入費の追加）

●新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業	 1,761万5千円
（国庫補助金の追加配分による備品購入費の追加）

●体育施設整備事業（龍野体育館周辺駐車場改修に伴う工事請負費の追加）	 2,060万２千円
●基金管理事業（各基金積立金の更正）	 27億4,148万3千円

ロシアによるウクライナへの
侵攻に断固抗議する決議

　ロシアによるウクライナへの侵攻は、ウクラ
イナの主権と領土の明確な侵害であり、国際
社会の平和と安全を著しく損なう断じて容認
することができない深刻な脅威である。
　よって、たつの市議会は、ロシアによるウク
ライナへの軍事攻撃や主権侵害に対し厳重に
抗議するとともに、政府においては、毅然たる
態度でロシアに対して制裁措置の徹底及び強
化を図り、即時無条件でのロシア軍の完全撤
退と原状回復に全力を尽くすことを強く要請
する。
　以上決議する。

　　令和４年３月１７日
たつの市議会
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「
全
世
代
対
応
型
の
社
会
保
障
制
度
を
構

築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
等
が
公
布
さ
れ
、
未
就

学
児
に
係
る
被
保
険
者
均
等
割
額
の
減
額

措
置
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和

４
年
度
税
制
改
正
大
綱
に
基
づ
き
、
国
民

健
康
保
険
税
の
基
礎
課
税
額
に
係
る
課
税

限
度
額
が
63
万
円
か
ら
65
万
円
に
、
後
期

高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
に
係
る
課
税
限

度
額
が
19
万
円
か
ら
20
万
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
び
の
改
正
に
よ
る
対
象
者
は

市
内
で
ど
の
く
ら
い
お
ら
れ
る
の
か
。

未
就
学
の
児
童
約
４
０
０
名
が
対
象

と
な
り
、
金
額
と
し
て
は
約
５
０
０
万
円

の
減
収
と
な
る
。
ま
た
、
限
度
額
の
引
上

げ
分
に
つ
い
て
は
、
約
１
３
０
世
帯
が
対

象
と
な
り
、
約
４
０
０
万
円
の
増
収
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
。

　

入
院
医
療
費
の
み
自
己
負
担
額
を
無
料
と
し
て
い
た
高
校
生

等
の
医
療
に
つ
い
て
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
通
院
医
療
費
に
ま
で
拡
充
し
ま
す
。
ま
た
、
ひ
と

り
親
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、
母
子
家
庭
の
母
子
等
の
医
療
費
助
成

に
お
け
る
所
得
制
限
に
つ
い
て
、
児
童
扶
養
手
当
の
全
部
支
給
の
対
象
と
な
る
所
得
制
限
額

か
ら
、
同
手
当
の
一
部
支
給
の
対
象
と
な
る
所
得
制
限
額
に
緩
和
し
ま
す
。

通
院
ま
で
拡
充
す
る
に
あ
た
り
、
ど
の
く
ら
い
の
人
数
が
対
象
に
な
る
の
か
。
ま
た
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
る
の
か
。

市
町
村
民
税
所
得
割
額
23
万
５
千
円
を
所
得
制
限
基
準
額
と
し
て
お
り
、
そ
れ
か
ら
試

算
す
る
と
、
約
１
，
８
０
０
人
の
方
が
対
象
と
な
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
４
月
中

に
対
象
世
帯
に
申
請
書
を
送
付
し
、
５
月
に
受
付
、
所
得
判
定
を
行
い
、
６
月
中
旬
か
ら
下

旬
に
は
受
給
者
証
を
交
付
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　

た
つ
の
市
幼
稚
園
・
保
育
所
再
編
計
画

に
お
い
て
、「
令
和
４
年
度
末
を
目
途
に
閉

園
」
を
予
定
し
て
い
た
神
岡
幼
稚
園
及
び

香
島
幼
稚
園
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度
入

園
の
申
込
児
童
数
が
０
名
で
あ
り
、
今
後

も
入
園
児
童
が
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、

令
和
３
年
度
末
を
も
っ
て
閉
園
と
な
り
ま

し
た
。

高
校
生
等
の
通
院
医
療
費
を
助
成

た
つ
の
市
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正

神
岡
幼
稚
園
及
び

香
島
幼
稚
園
を
閉

園
に

議  席  番  号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

議　員　名 議 

決 

結 

果

楠
　
明
廣

船
引
宗
俊

堀
　
　
讓

宗
實
雅
典

肥
塚
康
子

木
南
裕
樹

柏
原
　
要

野
本
利
明

松
本
良
三

赤
木
和
雄

和
田
美
奈

高
岸
博
之

松
下
信
一
郎

内
匠
勇
人

柳
生
陽
一

桑
野
元
澄

三
木
浩
一

永
富
　
靖

角
田
　
勝

名
村
嘉
洋

畑
山
剛
一

横
田
　
勉議案の名称

令和4年度たつの市一般会計予算 可 議

●議決結果欄の意味は次のとおり  可   可決   否   否決　  ● 採決結果欄の意味はそれぞれ次のとおり     賛成     反対   議   議長のため、表決には加わりません。

　
前
副
市
長
の
任
期
満
了
に
よ
る

退
任
に
伴
い
、
本
市
企
画
財
政
部

長
の
田
中
徳
光
氏
を
新
た
に
任
命

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

田
中
　
徳
光
　
氏
（
新
任
）

副
市
長
の
任
命
に
同
意

反対討論 no good... 構教育集会所は、地域コミュニティの拠点であるというなら、一般事業に切り替えるべきである。
同和対策関連事業の廃止を求めて、この予算に反対する。

●令和4年第1回定例会　賛否が分かれた議案等
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3月定例会令和 4年  第1回 

議案等の名称 議案の説明

市
長
提
出
議
案

令
和
３
年
度
補
正
予
算

たつの市一般会計補正予算（第13号）

4Pのとおり

たつの市学校給食センター事業特別会計補正予算（第２号）
たつの市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
たつの市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）
たつの市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）
たつの市下水道事業会計補正予算（第２号）
たつの市国民宿舎事業会計補正予算（第１号）

条　

例　

制　

定

たつの市一般職の任期付職員の採用等に関する条例制
定について

行政の高度化及びデジタル化が進展する中、専門的な知識や経験又は優れた識見
を有する人材の採用の円滑化を図り、適切なサービスを提供するため、地方公共
団体の一般職の任期付職4員の採用に関する法律等に基づき、職員の任期を定め
た採用及び給与の特例に関し必要な事項を定めるもの。

たつの市たつの未来基金条例制定について

株式会社新宮運送創業者故木南岩男氏のご遺族様等から、進行し続ける人口減
少・少子高齢化や長引く新型コロナウイルス感染症による地域経済の疲弊などに
より、持続可能な地域社会の再生に向けた施策に活用いただきたいとの申し出が
あり、本市の未来のまちづくりに資する財源とするため、基金を設立するもの。

たつの市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正
する条例制定について

妊娠・出産・育児等と仕事の両立支援のため、非常勤職員の育児休業等の取得要
件の緩和等に係る事項を、本条例について、所要の改正を行うもの。

たつの市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例制定について

令和４年４月１日から令和７年11月12日までの間において、市長の給料は80％
に、副市長は88％に、教育長は92％に減額措置を行うため、本条例について、
所要の改正を行うもの。

たつの市職員の給与に関する条例等の一部を改正する
条例制定について

人事院勧告を受け、期末手当の支給率を引き下げる給与改定が実施されるとこ
ろ、コロナ禍の異例の状況下において、給与改定が行われなかったため、令和４
年４月以後の期末手当引き下げのほか、令和３年１２月に行われるはずであった
期末手当の引き下げ相当額を令和４年６月の期末手当で調整するため、本条例に
ついて、所要の改正を行うもの。

たつの市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正す
る条例制定について

「消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律」が一部改正され、年金生
活者の一時的な資金需要に対して、年金受給権を担保として「株式会社日本政策
金融公庫」または、「沖縄振興開発金融公庫」が小口の資金貸付を行う「年金担
保貸付事業」が令和３年度末をもって廃止されることに伴い、本条例について、
所要の改正を行うもの。

たつの市個人情報保護条例の一部を改正する条例制定
について

「デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律」の施行により、
本年４月１日に「独立行政法人等保有する個人情報の保護に関する法律」が廃止さ
れることに伴い、同法を引用する本条例について、所要の改正を行うもの。

たつの市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制
定について

5Pのとおりたつの市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例制
定について
たつの市立幼稚園設置条例の一部を改正する条例制定
について

たつの市企業立地促進条例及びたつの市企業立地等を
重点的に促進すべき区域における固定資産税の課税免
除に関する条例の一部を改正する条例制定について

地域企業に対する自治体の税制優遇などの取組を支援する「地域経済牽引事業の
促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律」に基づき、課税の特例を適
用した自治体の減収補填制度を規定する総務省令が一部改正され、これらを引用
する本市条例において事業の適用期間を改正省令と同様の延長を行うもの。

そ
の
他

財産の取得について 4Pのとおり

市道の路線認定、変更及び廃止について 新たに路線の認定を９路線、路線の変更を５路線、路線の廃止を１路線行うも
の。

令
和
４
年
度
予
算

たつの市一般会計予算

2・3Pのとおり

たつの市学校給食センター事業特別会計予算
たつの市土地取得造成事業特別会計予算
たつの市揖龍公平委員会事業特別会計予算
たつの市国民健康保険事業特別会計予算
たつの市後期高齢者医療事業特別会計予算
たつの市介護保険事業特別会計予算
たつの市病院事業債管理事業特別会計予算
たつの市水道事業会計予算
たつの市下水道事業会計予算
たつの市国民宿舎事業会計予算

同意 たつの市副市長選任の同意を求めることについて 5Pのとおり

委
員
会
提
出
議
案

たつの市議会委員会条例の一部を改正する条例制定に
ついて

議員定数の変更により、総務生活常任委員会の定数を８人から７人に、経済建設
常任委員会の定数を７人から６人に、議会運営委員会の定数を８人以内から１０
人以内に変更するもの。

ロシアによるウクライナへの侵攻に断固抗議する決議
について 4Pのとおり

たつの市議会会議規則の一部を改正する規則制定につ
いて

市議会だよりの編集及び議会の広報活動に関する協議等を行う議会広報委員会を
設置するもの。

●全員一致で可決等した議案
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問
質
表
代

KOICHI  MIKI 

姫
新
線
の
増
便
に
つ
い
て

姫
新
線
の
減
便
は
通
学
・
通
勤

だ
け
で
な
く
観
光
客
の
足
と
し
て
も

大
切
で
あ
り
、
乗
客
数
の
さ
ら
な
る

減
少
に
つ
な
が
る
。
新
宮
以
西
の
増

便
を
含
め
、
沿
線
市
町
と
連
携
し
た

要
望
活
動
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

減
便
は
、
到
底
看
過
で
き
な

い
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
は
何
度
も
要
望

書
の
提
出
や
話
し
合
い
を
行
っ
て
き

た
が
、
「
社
会
行
動
変
容
の
定
着
と

利
用
状
況
に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
に
改

正
し
た
」
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
今

後
と
も
要
望
を
続
け
て
い
く
。

保
育
・
教
育
環
境
に
つ
い
て

地
元
の
こ
ど
も
園
に
通
え
な

い
子
ど
も
を
な
く
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
新
宮
地
区
の
小
中
一
貫
校
建
設

の
計
画
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。
他
地
区
は
ど
う
す
る
の
か
。

こ
ど
も
園
の
入
園
に
関
し
て

は
、
保
護
者
の
思
い
を
受
け
止
め
、

一
号
・
二
号
認
定
の
定
員
の
変
更
な

令
和
４
年
度
施
政
治
方
針
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
市
民

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー(

あ
か
ね
ち
ゃ

ん)

は
、
高
齢
化
の
進
む
本
市
に
お

い
て
市
民
の
日
常
の
足
と
し
て
と
て

も
重
要
で
あ
り
、
そ
の
利
便
性
を
さ

ら
に
高
め
て
い
く
こ
と
は
「
だ
れ
も

が
安
心
し
て
住
み
続
け
た
く
な
る

ま
ち
」
の
根
幹
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
に
関
し
て
は
、
朝
夕
の
各

駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
高
校
な
ど
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
よ
く
す
る
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
市
民
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
に
お
い
て
は
、
月

曜
日
の
受
付
開
始
時
間
を
早
め
た

り
、
予
約
期
限
を
現
行
の
１
時
間
半

か
ら
さ
ら
に
短
く
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
コ
ロ
ナ

禍
の
現
在
も
一
日
約
２
４
０
人
の
方

が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
通
学
の
交
通

手
段
と
し
て
多
く
の
高
校
生
が
利
用

し
て
お
り
、
ダ
イ
ヤ
編
成
時
に
は
、

ど
を
し
て
、
可
能
な
限
り
入
園
で
き

る
よ
う
に
調
整
し
て
い
る
。
新
宮
地

区
の
小
中
一
貫
校
に
つ
い
て
は
、
準

備
委
員
会
を
設
置
し
、
保
護
者
・
教

職
員
・
地
元
の
方
々
を
含
め
た
意
見

交
換
の
機
会
を
設
け
、
未
来
思
考
の

視
点
を
持
っ
て
進
め
た
い
。
御
津
地

区
に
つ
い
て
は
、
用
地
の
確
保
を
検

討
し
て
い
る
。
龍
野
地
区
、
揖
保
川

地
区
は
児
童
数
の
推
移
を
注
視
し
総

合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

人
権
施
策
に
つ
い
て

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制

度
」
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
制
度
に
よ
る
得
ら
れ
る
権
利
等
に

は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

市
営
・
県
営
住
宅
へ
の
入
居
が

可
能
に
な
る
。
た
つ
の
市
民
病
院
で

は
家
族
と
同
様
に
面
会
や
病
状
説
明

が
受
け
ら
れ
る
。
民
間
で
は
、
一
部

携
帯
電
話
会
社
の
家
族
割
や
生
命
保

険
の
受
取
人
に
な
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。

通
学
さ
れ
て
い
る
高
校
に
登
下
校
の

時
間
を
確
認
し
て
ダ
イ
ヤ
編
成
を
行

う
等
、
配
慮
を
行
っ
て
い
る
。

　

あ
か
ね
ち
ゃ
ん
に
関
し
て
も
、
予
約

時
間
の
短
縮
を
行
っ
た
り
、
目
的
地
を

追
加
す
る
等
、
運
行
内
容
を
見
直
し
利

便
性
の
向
上
に
努
め
て
き
た
。

　

今
後
も
利
用
者
の
声
を
お
聴
き

し
、
可
能
な
範
囲
で
利
便
性
向
上
に

取
り
組
み
、
安
全
・
安
心
・
快
適
に
誰

も
が
移
動
で
き
る
持
続
可
能
な
交
通

環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
き
た
い
。

中
学
校
区
を
軸
と
し
た
小
中
一

貫
教
育
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
と

と
も
に
、
新
宮
中
学
校
区
に
お
い
て

は
小
中
一
貫
教
育
の
施
設
整
備
を
図

る
と
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
取
組

や
、
小
中
一
貫
校
整
備
の
校
舎
構
想

な
ど
に
つ
い
て
伺
う
。

中
学
校
区
ご
と
に
小
学
校
と

中
学
校
が
目
指
す
子
ど
も
像
を
共
有

し
、
義
務
教
育
９
年
間
を
見
通
し
た

小
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
て
い
く
。

進
学
時
の
不
安
を
軽
減
す
る
と
と
も

に
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
豊
か
な
人

間
性
を
育
ん
で
い
き
た
い
。

　

新
宮
地
区
に
お
い
て
は
、
小
学
校

校
舎
と
中
学
校
校
舎
を
同
一
敷
地
内

に
建
設
す
る
小
中
一
貫
校
を
想
定
し

て
い
る
。

三木 浩一 議員

和田 美奈 議員

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
敬
老
え
ら
べ
る
ギ
フ
ト
事
業
に
つ

い
て

●
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
や
福
祉
タ
ク
シ
ー

な
ど
の
利
便
性
向
上
に
つ
い
て

●
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
実
現
の
具
体
的
な

将
来
像
に
つ
い
て

創政会 だれもが住み続けたいまちづくりについて

新生クラブ 市民の声を反映し「だれもが安心して住み続けたくなるまち」へ

MINA  WADA
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問
質
表
代

YOSHIHIRO  NAMURA

TOSHIAKI  NOMOTO

小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
・

適
正
配
置
に
お
け
る
各
地
域
の
現

況
と
こ
れ
か
ら
の
取
組
を
伺
う
。

「
た
つ
の
市
適
正
規
模
・
適
正

配
置
推
進
計
画
案
」
に
よ
り
、
令
和

２
年
度
か
ら
対
象
校
に
お
い
て
、
適

正
規
模
・
適
正
配
置
協
議
会
を
設
置

し
、
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
東
栗
栖

小
学
校
は
、
令
和
５
年
度
末
に
新
宮

小
学
校
と
統
合
、
ま
た
、
香
島
小
学

校
に
つ
い
て
は
、
新
宮
中
学
校
区
内

に
建
設
を
予
定
し
て
い
る
小
中
一
貫

校
の
校
舎
設
立
時
に
統
合
す
る
と

の
結
論
に
至
り
、
来
年
度
か
ら
統
合

に
関
す
る
協
議
会
を
設
置
す
る
。
西

栗
栖
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
当
面
の

間
、
現
状
の
ま
ま
存
続
し
、
必
要
な

時
機
に
検
討
す
る
。
河
内
小
学
校
に

つ
い
て
は
、
当
面
の
間
、
現
状
の
ま

ま
存
続
し
、
統
合
に
つ
い
て
、
令
和

５
年
度
を
目
途
に
統
合
に
つ
い
て
検

討
を
再
開
す
る
。

中
学
生
に
対
し
て
実
用
英
語

技
能
検
定
料
を
補
助
し
、
習
熟
レ

ベ
ル
に
応
じ
た
英
会
話
能
力
の
育

成
を
図
る
と
あ
る
が
、
現
在
の
進

捗
状
況
は
。

検
定
料
の
補
助
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
度
よ
り
中
学
２
年
生
、
３

年
生
を
対
象
に
実
施
し
て
お
り
、
今

年
度
約
２
０
０
名
が
補
助
を
受
け
て

い
る
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
８
名
雇
用
し
、
市

内
全
て
の
小
中
学
校
に
派
遣
を
し
て

お
り
、
児
童
生
徒
と
の
英
語
に
よ
る

会
話
は
も
と
よ
り
、
母
国
の
言
語
や

文
化
に
つ
い
て
の
学
習
等
、
国
際
理

解
教
育
の
一
端
も
担
い
な
が
ら
成
果

を
あ
げ
て
い
る
。

幼
児
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業
や

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
夢
事
業
、
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
促
進
事
業
等
を
通

し
て
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
の
か
。

ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
・
振
興
す
る

た
め
、
幼
少
期
に
は
、
リ
ズ
ム
ジ
ャ

ン
プ
、
体
操
教
室
の
開
催
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
活
動
支
援
な
ど
を
行

い
、
成
人
期
に
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

教
室
の
開
催
や
体
育
協
会
の
活
動
に

よ
り
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
機

会
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
障
害
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
気
軽
に
参
加
で
き
る
「
モ

ル
ッ
ク
大
会
」
を
開
催
す
る
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
に
関
係
す
る
あ
ら
ゆ
る

方
々
と
連
携
、
協
働
し
な
が
ら
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
生
涯
を
通
じ

て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
誰
も
が
健

康
で
生
き
生
き
と
し
た
地
域
活
力
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

ス
マ
ー
ト
自
治
体
の
実
現
に

取
り
組
む
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

取
組
を
考
え
て
い
る
の
か
。

「
市
民
の
利
便
性
を
図
る
デ

ジ
タ
ル
化
事
業
」
、
「
庁
内
の
事

務
の
効
率
化
を
図
る
デ
ジ
タ
ル
化

事
業
」
合
わ
せ
て
、
16
事
業
、
９
，

９
７
４
万
５
千
円
を
予
算
化
し
て
お

り
、
今
後
の
国
の
動
向
等
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る

向
上
と
業
務
の
効
率
化
を
図
る
。

名村 嘉洋 議員

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
女
性
が
活
躍
で
き
る
地
域
社
会
の

形
成
に
つ
い
て

●
就
労
支
援
等
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
子
ど
も
・
子
育
て
世
代
に
お
け
る
地

域
別
転
入
超
過
の
実
態
に
つ
い
て

●
農
林
業
施
策
に
つ
い
て

●
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

●
龍
野
動
物
園
つ
い
て

小
中
一
貫
校
の
創
設
に
つ
い

て
、
新
宮
中
学
校
区
を
選
定
し
た
経

緯
と
理
由
を
伺
う
。

東
栗
栖
、
香
島
小
学
校
に
お

い
て
、
統
合
協
議
を
進
め
る
中
で
、

統
合
先
の
新
宮
小
学
校
校
舎
の
老
朽

化
が
課
題
と
な
っ
た
。
ま
た
、
中
学

校
の
老
朽
化
も
進
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
小
学
校
と
中
学
校
の
同
時
建
て

替
え
を
行
う
小
中
一
貫
校
を
建
設
す

る
と
い
う
方
針
に
至
っ
た
。
ま
た
、

校
舎
建
設
の
た
め
、
用
地
の
確
保
を

検
討
し
て
き
た
が
、
小
中
の
校
舎
、

体
育
館
、
運
動
場
に
必
要
な
面
積

が
、
現
新
宮
小

学
校
敷
地
内
で

確
保
で
き
る
見

込
み
が
立
つ
こ

と
か
ら
、
新
宮

中
学
校
区
で
小

中
一
貫
校
の
創

設
を
進
め
る
方

針
と
し
た
。

野本 利明 議員

公明党 令和４年度　施政方針について

清風クラブ 令和４年度　施政方針について

0883



SHINICHIRO  MATSUSHITA

AKIHIRO  KUSUNOKI

財
政
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

第
２
次
た
つ
の
市
総
合
計
画

の
基
本
構
想
の
中
で
、
合
併
か
ら
15

年
が
経
過
し
普
通
交
付
税
の
合
併
特

例
期
間
が
終
了
し
た
こ
と
や
人
口
減

少
等
の
影
響
を
受
け
、
今
後
、
財
政

状
況
は
厳
し
い
も
の
に
な
る
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
２
０
１
９
年
度
財
政

計
画
は
、
２
０
２
５
年
度
ま
で
と
な

っ
て
い
る
が
、
見
直
し
は
考
え
て
い

な
い
の
か
。

ご
指
摘
の
財

政
計
画
は
、
「
新
市

建
設
計
画
の
一
部
変

更
」
に
お
い
て
、
合

併
特
例
債
の
発
行
期

限
が
５
年
間
延
長
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、

２
０
２
５
年
度
ま
で

の
計
画
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
資
料
の

と
お
り
、
歳
入
合
計

が
計
画
額
以
上
に
確

学
校
の
再
編
に
つ
い
て

小
学
校
区
単
位
で
減
少
傾
向

が
さ
ら
に
進
む
小
学
校
が
あ
る
た

め
、
要
検
討
対
象
校
を
状
況
に
応
じ

て
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
広
域
に
学
校
統
合
を
検

討
し
て
い
く
。

一
人
暮
ら
し
の
飼
育
者
が
亡
く

な
っ
た
場
合
、
遺
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
の

保
護
は
ど
う
な
る
の
か

一
人
暮
ら
し
の
方
も
安
心
し
て

飼
育
で
き
る
体
制
を
、
兵
庫
県
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
整
え
て

い
き
た
い
。

入
居
棟
を
限
定
す
る
な
ど
し

て
市
営
住
宅
で
の
ペ
ッ
ト
の
飼
育
を

認
め
ら
れ
な
い
か

子
ど
も
た
ち
へ
の
情
操
教
育

や
高
齢
者
へ
の
セ
ラ
ピ
ー
効
果
等
の

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
も
考
え
ら
れ
る
た

め
、
全
国
の
先
例
や
社
会
情
勢
を
注

視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

飼
い
主
の
心
情
を
推
し
量
る

保
で
き
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
合
併

特
例
債
発
行
期
限
の
延
長
は
な
い
も

の
と
思
わ
れ
る
た
め
、
財
政
計
画
の

見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
今
後
と
も
、
市
税
や
地
方

交
付
税
な
ど
、
社
会
情
勢
の
変
化
等

に
十
分
注
視
し
、
健
全
で
計
画
的
な

財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

海
の
安
全
（
水
上
バ
イ
ク
の
危
険
運

転
）
を
強
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て

水
上
バ
イ
ク
の
危
険
運
転
に

対
す
る
海
の
安
全
を
強
化
す
る
よ
う

な
こ
と
は
考
え
て
い
る
の
か
。

海
水
浴
場
を
運
営
す
る
御
津

町
新
舞
子
観
光
協
同
組
合
で
は
、
兵

庫
県
条
例
に
基
づ
き
、
遊
泳
区
域
を

設
定
し
、
沖
合
に
ブ
イ
を
張
り
、
水

上
バ
イ
ク
な
ど
の
立
ち
入
り
を
制
限

す
る
ほ
か
放
送
に
よ
り
啓
発
を
行
っ

て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。
今
後
に
お

い
て
も
、
現
状
把
握
に
努
め
、
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
対
応
し
て

い
く
。

と
ペ
ッ
ト
の
単
体
火
葬
も
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か

単
体
火
葬
に
対
す
る
要
望
が

増
加
し
て
い
る
た
め
、
各
事
務
組
合

と
と
も
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

コ
ミ
バ
ス
の
運
行
状
況
が

把
握
出
来
れ
ば
待
ち
時
間
も
分
か

り
、
デ
マ
ン
ド
交
通
と
の
連
携
も

取
り
や
す
く
な
る
た
め
、
屋
外
の

停
留
所
で
待
つ
こ
と
も
な
く
な
る

の
で
は
な
い
か
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
等
を
用
い
て
バ
ス
の
位

置
情
報
を
取
得
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
で
運
行
状
況
が
確
認
で
き
る
バ

ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
見
え
る
化
」

が
可
能
と
な
る
た
め
、
導
入
に
向
け

調
査
、
研
究
を
進
め
て
い
く
。

松下 信一郎 議員

楠　明廣 議員

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
記
念
碑
の
設
置
に
つ
い
て

●
地
産
地
消
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
年
金
生
活
者
の
不
安
を
取
り
除
く

こ
と
に
つ
い
て

●
県
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
西
播

磨
病
院
に
産
婦
人
科
を
併
設
す
る

こ
と
に
つ
い
て

●
龍
野
城
山
城
周
辺
の
樹
木
伐
採
に

つ
い
て

●
郷
土
の
偉
人
大
上
宇
一
を
周
知
す

る
こ
と
に
つ
い
て

●
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
に

つ
い
て

●
災
害
難
民
等
の
受
け
入
れ
態
勢
に

つ
い
て

Q&A 財政計画の見直しについて

Q&A 出生数の減少が招く影響及びペットを飼育するための環境整備について
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YUZURU  HORI

自
宅
療
養
者
対
策

感
染
者
数
の
爆
発
的
増
大

に
よ
り
、
医
療
現
場
が
ひ
っ
迫
し

「
自
宅
療
養
者
」
も
増
え
た
。
そ

の
人
た
ち
の
生
活
面
で
の
問
題
も

出
て
き
て
い
る
。
市
は
ど
ん
な
対

策
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

食
料
等
の
支
援
物
資
を
希
望

し
、
市
へ
の
情
報
提
供
に
同
意
さ
れ

た
方
に
は
、
龍
野
健
康
福
祉
事
務

所
か
ら
依
頼
を
受
け
、
配
送
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ
の
支
援
策

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
高
齢
者
の
感
染
も
多
い
。
ヘ
ル

パ
ー
の
リ
ス
ク
も
高
く
、
事
業
所

は
そ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。

事
業
所
へ
の
支
援
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。サ

ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
提
供

す
る
事
業
所
に
は
、
協
力
金
の
支
給

が
あ
る
。
ま
た
、
県
・
市
で
、
マ
ス

ク
、
手
袋
、
ガ
ウ
ン
な
ど
衛
生
資
材

を
提
供
し
て
い
る
。

児
童
生
徒
へ
の
感
染
対
策

児
童
生
徒
へ
の
感
染
も
広

が
り
、
学
年
・
学
級
単
位
で
休
業

閉
鎖
が
行
わ
れ
た
。
学
習
の
遅
れ

や
休
業
等
対
応
助
成
制
度
の
周
知

等
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
。

学
習
に
つ
い
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
活
用
し
、
課
題
学
習
や
リ

モ
ー
ト
に
よ
る
学
習
に
取
り
組
ん

だ
。
保
護
者
へ
の
休
業
等
対
応
助

成
制
度
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
周
知
し
た
。

ケ
ア
労
働
者
の
処
遇
改
善

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
出
現
に
よ
り
、
過
酷
な
労
働

環
境
に
置
か
れ
て
い
る
医
療
、
介

護
、
福
祉
、
保
育
、
学
童
な
ど
の

現
場
で
働
く
人
た
ち
の
処
遇
改
善

費
が
国
で
予
算
化
さ
れ
た
。
市
は

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

こ
ど
も
園
等
に
勤
務
す
る
会
計

年
度
任
用
の
保
育
士
等
と
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
支
援
員
等
は
、
本
年
２

月
よ
り
給
料
月
額
３
％
程
度
引
き
上

げ
た
。
民
間
保
育
施
設
は
、
市
で
申

請
を
受
け
付
け
、
補
助
金
を
交
付
す

る
。
今
後
も
、
処
遇
改
善
を
含
め
、

職
場
環
境
の
向
上
に
努
め
る
。

堀　　讓 議員

Q&A コロナ感染の諸問題について

2
月	

21
日
（
月
）	

議
会
運
営
委
員
会

	
	

全
員
協
議
会	

	

28
日
（
月
）	

第
１
回
定
例
会
（
第
１
日
）

3
月	

3
日
（
木
）	

第
１
回
定
例
会
（
第
２
日
）

	
	

予
算
決
算
特
別
委
員
会
全
体
会

	

８
日
（
火
）	

総
務
生
活
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

10
日
（
木
）	

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

11
日
（
金
）	

経
済
建
設
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

15
日
（
火
）	

議
会
運
営
委
員
会

	

17
日
（
木
）	

議
会
運
営
委
員
会

	
	

第
１
回
定
例
会
（
第
３
日
・
会
派
代
表
・
一
般
質
問
）

	

18
日
（
金
）	

第
１
回
定
例
会
（
第
４
日
・
一
般
質
問
）

	
	

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

	

22
日
（
火
）	

予
算
決
算
特
別
委
員
会
全
体
会

	
	

全
員
協
議
会

	

24
日
（
木
）	

第
１
回
定
例
会
（
第
５
日
）

4
月
７
日
（
木
）	

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

	
17
日
（
日
）	

市
議
会
議
員
選
挙
告
示
日

	
24
日
（
日
）	

市
議
会
議
員
選
挙
投
開
票
日
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　SNS	が世代間問わず普及する中で、より開か
れた議会を目指し、市議会の活動状況をより迅速
にわかりやすく、積極的に情報発信を行うため、
令和３年１月に「たつの市議会公式Facebook	
ページ」を開設しました。当ページでは、本会議の
開催日程や常任委員会、市民意見交換会等の活
動情報を発信しています。

ぜひフォロー
よろしくお願いします。

委員会

report

所管事務調査

総務生活常任委員会

Facebookページ開設

第５期	議会広報調査特別委員会の取組
（平成30年５月〜令和４年４月）

　委員会では、所管する事務について調査を行い、その
成果を本会議から付託された議案等の審査に活かして
います。

実 施 日：	1月21日（水）
調査事項：	大学生による地域創生アイデアコンペ事

業について

Ｑ	 事業効果の有無に関わらず、長く継続していくことが必
要であり、そのためには、先生、担当の視点が変わらないと
マンネリ化する。継続するには新たな取組をしていくことが
必要と考えるがどうか。
Ａ	 国の諮問機関の委員をされている先生方との相談も含
め、毎回リニューアルしている。学生も２・３年生が参加して
いるが、毎年変わっている。年代ごとの変化に富んだ発想を
していただいている。
Ｑ	 全体を通して若者視点からの研究になっているのか。
Ａ	 今の学生はSNS時代に育った子どもたちであり、連
携・共働する考えが強く、横断的な視点がある。
　例えば、たつのの観光振興では、学生たちは「たつの」だ
けではなく、たつのも姫路も含めて、好きなところに行きた
いという広い視点で考えている。

議会だよりのリニューアル

　市民の皆さまから「文字数が多くて読む気になら
ない」、「写真やイラストを多くしたほうが読みやす
い。」といった意見をいただき、当委員会で協議を
重ね、議会だより第70号（令和元年７月25日発行）
からリニューアルを行いました。
主な変更点
・全面フルカラー印刷に	・親しみやすいデザインに
・大幅なレイアウト変更	・サブタイトルの追加

　市民の皆さまから「非常に見やすくなった。」、
「読むのが楽しみになりました。」等嬉しいご意見
をいただきました！！

リニューアル

リニューアル

前

後
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月定例会のお知らせ（予定）6
定例会の開催日程及び内容は次のとおりです。お気軽に傍聴にお越しください。

詳しくは議会事務局までお問合わせください。

5/29 30 31 6/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 7/1 2

本会議第1日

総務生活
常任委員会
・分科会

福祉文教
常任委員会
・分科会

経済建設
常任委員会
・分科会

全体会

全体会

（一般質問）
本会議第2日

（一般質問）
本会議第3日

本会議第4日

　映画 男はつらいよ 第17作「寅次郎 夕焼け小焼け」のワンシーンに
使われたロケ現場。
　物語に風格を与えた名場面が甦る風景で、志乃（岡田嘉子）さんが
ひょっこり現れそうな雰囲気のある街道。
　今も全国からファンが必ず訪れる聖地です。

　古い町並みが残る龍野地区でも珍しい「なまこ壁」、醤油蔵の「煉瓦
煙突」、たつの市のシンボル「赤蜻蛉」がデザインされたマンホールを構
図の中に収めました。
　子供の頃に、お爺さんと着物を着て歩いた小路、懐かしい醤油の匂い
を思い出します。

石原　正幸 さん（揖西町小神）

デ
ス
ク
メ
モ

委
員
長　

柏
原　
　

要

副
委
員
長　

肥
塚　

康
子

委　
　

員　

堀　
　
　

讓

委　
　

員　

宗
實　

雅
典

委　
　

員　

松
本　

良
三

委　
　

員　

和
田　

美
奈

委　
　

員　

名
村　

嘉
洋

　市民の皆さまのお気に入りの「たつの
市のこみち」写真を募集中！ 採用されれ
ば、弊誌の表紙写真になります。
　こみち写真に「＃（ハッシュタグ）赤とんぼ
のこみち」を付けて、インスタグラム、
ツイッターに投稿してください。
《条件》
・たつの市内のこみちを写したもの
・縦長写真　・300万画素数以上
・人物など個人が特定できないもの

　議会広報調査特別委員会では、見やす
くわかりやすい紙面づくりに取り組んで
います。
　市民の皆さまにご意見をお聞かせいた
だき、今後の議会だよりの編集に反映し
たいと考えています。ご意見は議会事務
局までお寄せください。

　

４
年
に
１
度
の
改
選
を
経
て
５
月

か
ら
は
20
名
の
議
員
に
よ
る
新
体
制

で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

　

市
議
会
だ
よ
り
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ペ
ー
ジ
の
開
設

な
ど
、
様
々
な
改
革
に
取
り
組
ん
で

き
た
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

も
、
今
後
新
し
い
組
織
と
な
り
、
よ

り
一
層
市
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る

広
報
誌
の
発
行
、
議
会
の
情
報
発
信

を
目
指
し
て
議
員
一
同
努
力
し
て
参

り
ま
す
。
市
民
意
見
交
換
会
な
ど
、

市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
、
市
政
を
考

え
て
い
く
市
民
参
加
型
の
取
組
も
あ

り
ま
す
の
で
、
暮
ら
し
や
す
い
た
つ

の
市
の
実
現
に
向
け
て
、
今
後
と
も

ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

スマートフォンはこちらから →

インターネット・スマートフォンで録画映像を見よう!!
市議会では、市民の皆さまに議会を身近に感じていただくために、
本会議の録画映像をインターネットで配信しています。

北龍野日山線（龍野町日山河原）

■令和4年4月25日発行
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